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令和６年９月３日（火）議事日程 

開 会・開 議（午前10時） 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  議案の一括上程（市長の提案理由説明） 

 

━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

午前10時 開会 

○議長（徳村博紀君） 

 おはようございます。ただいまの出席議員は16名であります。 

 定足数に達しておりますので、鹿島市議会令和６年９月定例会を開会いたします。 

 本日の開議に先立ちまして申し上げます。 

 先例等申合せ事項で議会における服装は、５月１日から10月31日までの期間については、

議場ではノーネクタイのクールビズ対応としたいと思います。 

 なお、上着の脱衣については、個人の裁量に任せたいと思います。 

 また、SAGA2024国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会に向けて、本市議会において

も大会をＰＲし機運を盛り上げるために、本日と閉会日の会議は出席者全員が鹿島市

SAGA2024ポロシャツを着用し行いたいと思います。 

 それでは、議事に入ります。 

 日程は、お手元の議事日程どおりといたします。 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（徳村博紀君） 

 日程第１．会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員に４番中村日出代議員、５番池田志議員、６番杉原元博議員、以上を指

名いたします。 

      日程第２ 会期の決定 

○議長（徳村博紀君） 

 次に、日程第２．会期の決定を議題といたします。 

 今期定例会の会期は、お手元の会期日程案のとおり、本日から10月３日までの31日間とい

たしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

    〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（徳村博紀君） 

 御異議ないものと認めます。よって、会期は31日間と決定いたしました。 
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 この際、事務局長をして諸般の報告をいたさせます。山口事務局長。 

○議会事務局長（山口徹也君） 

 諸般の報告をいたします。 

 本日招集の９月定例会に市長から報告２件、議案12件の提出がありました。報告事項、議

案番号及び議案名は、配付しております議案書の目次に記載のとおりであります。 

 次に、監査委員から令和５年度分となります令和６年４月分及び５月分並びに令和６年度

分の４月分、５月分及び６月分の出納検査結果の報告がありましたので、その写しをタブ

レットに掲載いたしております。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

      日程第３ 議案の一括上程（市長の提案理由説明） 

○議長（徳村博紀君） 

 次に、日程第３．議案の一括上程であります。 

 報告第６号から報告第７号までの報告２件及び議案第32号から議案第43号までの12議案を

一括上程いたします。 

 市長の提案理由の説明を求めます。松尾市長。 

○市長（松尾勝利君） 

 おはようございます。本日、ここに鹿島市議会令和６年９月定例会を招集し、諸案件につ

いて御審議をお願いするものですが、議案の提案に先立ちまして、鹿島市を取り巻く最近の

情勢や今後の主要な施策について申し上げます。 

 初めに、８月29日から30日にかけて佐賀県に接近した台風10号への対応について報告いた

します。 

 市の対応については、29日８時に市内全域に高齢者等避難、警戒レベル３を発令し、市内

公民館等７か所の避難所を開設しました。さらに、９時に災害対策本部を立ち上げ、避難指

示、警戒レベル４を発令し、市内小・中学校７か所を追加で開設し、避難者対応に当たった

ところです。最大で106世帯、148名の人が避難されました。 

 被害状況でございますが、29日に80歳代の方が１名亡くなられました。謹んで哀悼の意を

表し、御冥福をお祈りいたします。 

 そのほか、被害状況の詳細については、現在取りまとめをしております。今後も災害対応

については先手先手で対応し、全力を尽くしてまいります。 

 次に、SAGA2024国民スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会について申し上げます。 

 いよいよ本大会の開幕まで約１か月となりました。「体育」から「スポーツ」に変わる新

しい大会が佐賀から始まります。スポーツの楽しさ、すばらしさが実感できるような新しい

大会の開催に向けて準備を進めてきました。 

 市内各所に設置したのぼり旗で全国から訪れる方をお迎えし、また、訪れた皆様に鹿島に
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来てよかったと言ってもらえるよう、特産品の振る舞いなど競技会場外でのおもてなしも準

備しています。これまで多くの方々に御協賛や御協力を賜り、誠にありがとうございます。 

 ９月21日と22日に蟻尾山公園で開催される公開競技のグラウンドゴルフを幕開けに、10月

５日から７日までの３日間は陸上競技場でのアーチェリー競技、10月11日と13日には市民球

場で軟式野球、10月27日には全国障害者スポーツ大会のアーチェリー競技が開催されます。

全国から多数の選手団や、アーチェリー競技では国内トップクラスの選手たちが鹿島に集結

し、熱い戦いを繰り広げられます。 

 また、明日９月４日には、鹿島市民文化ホールSAKURASでSAGA2024鹿島市団結集会を開催

します。大会の成功に向け、市民の皆様と気持ちを一つに盛り上げていきたいと思っており

ます。ぜひ御来場ください。 

 この夏は、世界や全国を舞台に鹿島の中学生や高校生、20代の選手が大活躍されました。 

 中学生では、第32回全国中学生なぎなた大会団体の部で濱本あみかさん、大谷実穂さんが

３位に入賞され、第17回全日本ジュニアテコンドー選手権大会では川島真友さんが準優勝の

成績を収められました。全国中学校体育大会には、柔道女子52キロ級の大島しおりさん、ソ

フトテニス女子ダブルスの野中梨穂さん、田川莉子さんが出場されました。 

 高校生では、全国高等学校総合体育大会でなぎなた競技の大谷舞桜さん、ウエートリフ

ティング競技の松尾環那さんが優勝、レスリングの白川大虎さんは３位入賞の優秀な成績を

収められました。 

 また、パリ・オリンピック男子サッカーには、平河悠選手が16年ぶりの鹿島市出身オリン

ピアンとして出場されました。皆さんのさらなる飛躍を期待しています。 

 選手たちの躍動と活躍は、私たちに大きな感動と勇気をもたらしてくれます。SAGA2024の

その先を見据え、今大会を元気な鹿島を次世代へつなげていく活力とし、市勢の発展に取り

組んでいきます。 

 次に、地域防災力向上の取組について申し上げます。 

 去る７月28日、佐賀県消防学校で第38回佐賀県消防操法大会が開催され、小型ポンプ操法

の部に鹿島市を代表し北鹿島分団が出場されました。出場11隊中、見事に準優勝の成績を収

められました。 

 約３か月の訓練期間中、私も激励に訪れましたが、御家族や職場、地域の御理解と御協力

の下、出場予定の選手と分団員全員が一致団結し厳しい訓練に励まれ、その成果が今回の結

果につながりました。北鹿島分団をはじめ、関係者の皆さんには改めて敬意を表したいと思

います。 

 この大会を通じて、技術力の向上はさることながら、団員同士の絆が深まり、消防団の一

体感、連帯感の強化が図られたことと思います。技術力や組織力の強化は、火災だけでなく

風水害等の対応にも生きてきます。地域防災力の要である消防団におかれましては、地域の
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安心・安全のため、今後の活動の中で今回の経験や成果を発揮していただくものと期待をし

ています。 

 次に、市制施行70周年記念事業について申し上げます。 

 「鹿島を盛り上げ、発信する」をコンセプトに、様々な記念事業を展開しているところで

す。９月８日にSAKURASで開催する第27回かしま伝承芸能フェスティバルには、70周年を記

念し、友好都市である千葉県香取市から出演される佐原囃子をはじめ全10団体が、日頃から

培われたすばらしい芸能を披露されます。ぜひ御来場ください。 

 11月23日には、SAKURASで70周年を市民の皆様と祝う記念式典を開催します。自衛隊音楽

隊と市内中学校ブラスバンド部のコラボレーションによる音楽祭や、九州初となる植物の力

を利用して発電し光をともすSAKURASイルミネーションの点灯式などを計画しています。 

 この記念式典では、市民の皆様が郷土愛を育むとともに、鹿島の魅力を市内外に発信し、

交流・関係人口の増加を目指す新たなプロモーション動画の放映や、記念冊子「かしまBOOK」

のお披露目なども予定しています。この記念の年を次代へつなぐ一歩とし、皆様の笑顔があ

ふれる年となるよう、引き続き取り組んでいきます。 

 次に、脱炭素化の取組について申し上げます。 

 このたび、環境省の地域脱炭素移行・再エネ推進交付金の採択を受け、市民の皆様への太

陽光発電設備等の設置補助をはじめ、重要伝統的建造物群保存地区内の建物や利活用できる

空き家への高効率空調設備等の設置に対する助成制度の創設を行う予定です。 

 この交付金を活用し、学校施設や公民館などの公共施設へ高効率空調機器の導入も順次進

めていく予定としています。 

 また、脱炭素化の取組の一つである紙おむつリサイクルプロジェクトは、今後の本格稼働

に向け、鹿島市・嬉野市・太良町使用済紙おむつリサイクル検討会を立ち上げ、将来的な実

現可能性について検討を進めていきます。広域連携によるスケールメリットも生かしながら、

地域の資源循環を促進し、脱炭素化の取組に力を入れていきます。 

 次に、デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）による市民生活の利便性向上の取組に

ついて申し上げます。 

 市の公式LINEでは、お住まいの地区のごみ収集日や、災害時の避難情報などのお知らせ機

能を御利用いただいています。８月１日からは機能を拡充し、住民票の写しや納税証明書な

どの交付申請、市民体育館などの公共施設の予約ができるようになりました。今後も市民生

活の利便性と行政サービス向上のため、いつでもどこでも市役所の手続がお手持ちのスマー

トフォン一つでできるてのひら市役所の取組を進めていきます。 

 このてのひら市役所をより多くの方々に御利用いただくため、公式LINEの機能や操作に関

する出前講座や相談会も開催しています。デジタルに慣れていない方も安心して使っていた

だける取組も進めていきます。 
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 ９月からは、市役所窓口での手数料支払いキャッシュレス化も行いました。窓口で現金を

取り扱う機会を減らし、業務の効率化を図り、その分をより丁寧な窓口対応に努めることで、

誰もがデジタル化の利便性を実感していただけるよう取り組んでいきます。 

 今後も市民に寄り添いながらＤＸの普及と推進に取り組むことで、誰一人取り残さない地

域社会の構築と豊かな市民生活の実現を目指していきます。 

 次に、「むしろこれから鹿島・太良」の取組について申し上げます。 

 ７月に開催しました「むしろこれから鹿島・太良フォーラム～肥前鹿島駅から始まる沿線

スローツーリズム～」では、山口知事と若手経営者の皆さんがこのエリアの可能性について

語り合われました。地域の日常のありようが地域外からの視点や来訪者にとってはすばらし

い財産であり、肥前鹿島駅周辺整備の進捗に合わせ、地域の皆様と一緒になって将来ビジョ

ンを描いていくという機運の醸成が図られました。 

 長崎本線の新たなスタートから２年となる９月23日には、肥前鹿島駅周辺で子供たちが公

共交通に触れ合う機会を提供する「駅からGo！かしま公共交通体験フェスタ」を昨年に引き

続き開催します。列車やバスの乗車体験をはじめ、保育園児のアトラクション、移動動物園

やキッチンカーの出店などを計画しています。家族で楽しめる一日となりますので、ぜひ御

来場ください。 

 鹿島の玄関口である肥前鹿島駅を拠点として開催するこのイベントは、地域公共交通の要

である長崎本線が、沿線地域をゆっくりと楽しんでいただくスローツーリズムの柱であるこ

とを再認識するとともに、これからの鹿島、太良の盛り上がりを期待するものです。長崎本

線を含め、この地域の大切な財産をしっかりと次代へ引き継いでいけるよう、全力で取り組

んでいきます。 

 次に、有明海沿岸地域の振興について申し上げます。 

 有明海沿岸地域は、高規格道路の整備が進み広域的な交通ネットワークが形成されること

で、人流や物流のさらなる活性化が期待されています。 

 今回、沿岸地域の自治体が連携して地域全体の魅力を高めることで、交流・関係・定住人

口を増加させ、産業の成長とともに地域全体が持続的に発展することを目的として、８月２

日に、本市を含む沿岸地域４県26市町が参画し、有明海沿岸地域振興会議が発足しました。

これまでにない規模の広域連携体制が組織され、今後、スケールメリットを生かした振興策

などに取り組んでいきます。 

 沿岸地域の振興には、地域の生産性を向上させ成長力を強化するのに重要な役割を担う有

明海沿岸道路が必要不可欠です。今回発足した有明海沿岸地域振興会議や沿岸地域の観光協

会などが構成する環有明海観光連合と連携して、有明海沿岸道路福富鹿島道路の早期整備と

鹿島－諫早間の早期事業化に向け、国や県に対して地元の声や熱意をしっかり届けていきま

す。 
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 以上、９月定例会の開会に当たり、鹿島市を取り巻く最近の情勢や今後の主要な施策につ

いて申し上げました。今後とも市民の皆様並びに議員の皆様のさらなる御理解と協力をお願

い申し上げます。 

 それでは、提案する案件について、その概要を説明します。議案は、報告２件、決算認定

６件、改正条例制定２件、補正予算４件の合計14件です。 

 初めに、報告第６号 令和５年度鹿島市一般会計継続費精算報告書について申し上げます。 

 これは、継続費に係る市民会館建設事業が令和５年度で終了したので、地方自治法施行令

第145条第２項の規定により継続費精算報告書として報告するものです。 

 次に、報告第７号 令和５年度鹿島市土地開発公社決算について申し上げます。 

 決算の概要としては、令和５年度は公有地の取得及び売却の事業は実施していません。 

 その結果、損益については、事業外収益の10,505円から、一般管理費の14,095円及び事業

外費用の510円を差し引き、4,100円の経常損失となっています。この経常損失は、令和４年

度繰越準備金で補塡するものとして整理しています。 

 続きまして、議案第32号から議案第37号については、令和５年度の一般会計、特別会計及

び公営企業会計に関する歳入歳出決算となります。 

 初めに、議案第32号 令和５年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について申し上げます。 

 なお、決算については円単位でありますが、便宜上、千円単位で申し上げます。 

 令和５年度の歳入については、総額17,628,463千円となり、県支出金などの増により対前

年度比3.2％の増となりました。 

 一方、歳出については、総額17,296,920千円となり、扶助費などの増により対前年度比

5.2％の増となりました。 

 その結果、翌年度に繰り越すべき財源を差し引き、258,471千円の黒字決算となりました。 

 基金については、市の積立金である財政調整基金から171,000千円の繰入れを行いました

が、12月の普通交付税の追加交付などにより、約231,000千円の積立てを行いました。 

 その結果、財政調整基金の年度末残高は約60,000千円増え、今後の財政運営に備えること

としています。 

 また、市債残高は令和５年度末では約137億円ですが、償還費のうち、普通交付税で全額

措置される臨時財政対策債を除けば約9,580,000千円となります。 

 この償還費にも普通交付税により措置されるものがありますので、実質的に返還する金額

は約5,530,000千円となっています。 

 本市の行財政運営の主要な部分を占める一般会計においては、今後も財政指標に留意しな

がら、健全な運営を図っていくことが重要であると認識しています。 

 次に、議案第33号 令和５年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について申

し上げます。 
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 令和５年度の歳入の総額は3,857,432千円、歳出の総額は3,771,958千円で、差引き85,474

千円の黒字決算となっており、令和６年度において国民健康保険基金へ積み立てたところで

す。 

 次に、議案第34号 令和５年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

申し上げます。 

 令和５年度の歳入の総額は487,273千円、歳出の総額は482,134千円で、差引き5,139千円

の黒字決算となり、令和６年度会計へ繰り越したところです。 

 次に、議案第35号 令和５年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について申し上

げます。 

 この会計は職員給与支給事務の簡素化を図ることを目的とした会計であり、水道及び下水

道事業を除く一般会計及び特別会計のそれぞれの給与費決算額と重複した決算となっていま

す。 

 次に、議案第36号 令和５年度鹿島市水道事業会計決算認定について申し上げます。 

 令和５年度の収益的収支については、純利益が73,184千円生じたため、43,184千円を減債

積立金に、30,000千円を建設改良積立金に積み立てることとしています。 

 また、資本的収支については223,419千円の不足が生じたため、当年度分損益勘定留保資

金などにより補塡したところです。 

 次に、議案第37号 令和５年度鹿島市下水道事業会計決算認定について申し上げます。 

 令和５年度の収益的収支については、純利益が14,691千円生じたため、全額を減債積立金

に積み立てることとしています。 

 また、資本的収支については278,874千円の不足が生じたため、当年度分損益勘定留保資

金などにより補塡したところです。 

 以上、令和５年度決算認定についての説明を終わりますが、今後とも効率的かつ効果的な

行政運営、安定的かつ健全な財政運営の具現化を図る行財政運営プランの着実な取組などに

より、第７次鹿島市総合計画に掲げる主要施策の実現に向け、将来にわたり持続可能な行財

政運営の構築に努めてまいります。 

 続きまして、補正予算に関する議案４件について申し上げます。 

 まず、議案第40号 令和６年度鹿島市一般会計補正予算（第２号）について申し上げます。 

 今回の補正は、予算の総額に180,176千円を追加し、補正後の総額を15,431,519千円とす

るものです。 

 歳入については、事業の決定、既存事業の追加や減少などに伴う国県支出金、分担金及び

負担金、市債などの増減を計上するとともに、令和５年度決算剰余金としての繰越金などを

計上しています。 

 歳出のうち主なものとしては、総務費では、令和５年度決算剰余金の確定に伴い、地方財
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政法第７条の規定により、決算剰余金のうち２分の１相当額を財政調整基金への積立金とし

て計上しています。 

 民生費では保育所等の給食食材費等の物価高騰分に対する保育所等給食費支援事業や低所

得者支援及び定額減税補足給付金給付事業業を、衛生費などでは、環境省からの事業採択を

受け、太陽光発電設備やＬＥＤ照明など省エネ設備導入への補助や公共施設への高効率空調

設備の設置などを行う地域脱炭素重点対策加速化事業を、土木費では里道橋維持管理事業を、

災害復旧費では令和６年６月豪雨に伴う現年発生農地農業用施設災害復旧事業を計上してい

ます。 

 このほか、株式会社ジェイエイビバレッジ佐賀様、幸姫酒造株式会社様から御寄附をいた

だいていますので、それぞれの御寄附の趣旨に従い、有効に活用させていただきます。 

 次に、議案第41号 令和６年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

申し上げます。 

 今回の補正は、歳出において保健事業費の療養費を増額し、同額を予備費で財源調整する

ものです。 

 次に、議案第42号 令和６年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）につい

て申し上げます。 

 今回の補正は、令和５年度決算に伴う繰越金と後期高齢者医療広域連合納付金を増額する

ものです。 

 次に、議案第43号 令和６年度鹿島市水道事業会計補正予算（第１号）について申し上げ

ます。 

 今回の補正は、水道料金改定に伴い収益的収入の給水収益を増額し、資本的支出の事務費

に人事異動に伴う人件費を増額するものです。 

 続きまして、条例に関する議案２件について申し上げます。 

 まず、議案第38号 鹿島市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について申し上

げます。 

 これは、国民健康保険法の一部改正に伴い、マイナンバーカードと被保険者証が一体化さ

れ、被保険者証は廃止されるため、所要の改正を行うものです。 

 次に、議案第39号 県営土地改良事業負担金に係る分担金徴収条例の一部を改正する条例

の制定について申し上げます。 

 これは、佐賀県が行う土地改良事業に係る農地が目的外の用途に供された場合等に特別徴

収金を徴収するため、所要の改正を行うものです。 

 以上、提案する議案の概要について説明しましたが、詳細については、御審議の際、担当

部長、または課長が説明しますので、よろしく御審議いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（徳村博紀君） 
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 以上で本日の日程は終了いたしました。 

 明４日から８日までの５日間は休会とし、次の会議は９日午前10時から開き、議案審議を

行います。 

 本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。 

午前10時32分 散会 

 


